












































【正解と解説】

●問題Ⅳ-1
正解は④
関数f内の構造体変数tは関数の実行終了とともに消滅する自動記憶域期間の局所変数であ
る。そのポインタを戻り値として返して呼び出し側で参照する処理は未定義動作を引き起
こす。

●問題Ⅳ-2
正解は⑤
変数変換式f = 2.0 * dx * (e - 0.5)においてdx > 0である。条件式e >= 0.5はe - 0.5 
>= 0と同値であり、両辺に正の数2 * dxを乗じることでf >= 0と書き直せる。

●問題Ⅳ-3
正解は①
クラスBのコンストラクタは親クラスAの引数なしコンストラクタを暗黙に呼び出す。まず
x=10, y=2と初期化された後にBの処理でx=1が代入されるため、出力結果は1 2となる。

●問題Ⅳ-4
正解は⑤
非終端記号<A>は1文字以上のaの列aa*を生成する。<B>はbを基底として前後にcを付加で
き、bとcからなる1文字以上の記号列を生成するため、正規表現はaa*(b|c)(b|c)*とな
る。

●問題Ⅳ-5
正解は⑤
共通部分式除去は、同一ブロック等で複数回計算される同一の式について、変数の値が変
更されていない場合に計算を1回にまとめて結果を再利用する最適化手法である。

●問題Ⅳ-6
正解は②
中央2×2領域で値が0の要素は(2,2)と(3,3)である。(3,3)は上下左右の4隣接がすべて1で
あり、かつ斜め隣接に0を含むため8隣接すべて1ではない条件を満たし、葉Bに分類される
要素数は1個となる。

●問題Ⅳ-7
正解は①
B+木は平衡多分木構造であり、根以外の各内部ノードが保持するキーの個数は定義された
所定の最小値から最大値の範囲内（n個から2n個など）に収まるよう動的に維持される。

●問題Ⅳ-8
正解は①
16進表記(C12C0000)16は負の符号と指数部130より-10.75を表し、(40A40000)16は正の符
号と指数部129より+5.125を表す。両者の和を計算すると-5.625となる。

●問題Ⅳ-9
正解は④
ページフォールトの平均処理時間は0.2×10ms＋0.8×20ms＝18msである。実効アクセス時
間の式100ns＋p×18ms≦250nsを解くことで、許容フォールト率は約0.0000083となる。

●問題Ⅳ-10
正解は③
各Dフリップフロップの入力論理関数に基づき、クロック入力ごとの状態を計算する。初
期状態(0,0,0)の次は(1,1,1)、続いて(0,0,1)、(1,0,1)の順で出力値が遷移する。

●問題Ⅳ-11
正解は④
SIMD（Single Instruction Multiple Data）方式は、単一の命令コードによってベクトル



レジスタ等にある複数のデータ要素に対して同一の演算を並列処理するアーキテクチャで
ある。

●問題Ⅳ-12
正解は④
並行動作不能時は全処理時間の単純加算で153msとなる。並行動作可能な場合、CPU処理と
入出力待ち時間を重ね合わせ、プロセスBを先行させることで最短88msで全完了する。

●問題Ⅳ-13
正解は④
図④は同期バーにより処理1の終了を待って処理2が開始され、処理2の完了後に再び処理1
へと戻るループ構造を形成しているため、処理1と処理2が厳密に交互に実行される。

●問題Ⅳ-14
正解は③
BSDソケットにおけるselectシステムコールは、複数のソケット記述子の入出力可能状態
を多重監視し、受信データが到着した記述子を効率的に識別して選択するために用いられ
る。

●問題Ⅳ-15
正解は④
OSI参照モデルのレイヤ2で動作するイーサネットスイッチは、受信したイーサネットフレ
ームのヘッダにある宛先MACアドレスを解析し、適切なポートへ転送を制御する。

●問題Ⅳ-16
正解は②
強力な共通鍵暗号方式であるAESは、WPA2において標準採用されているだけでなく、WPAに
おいてもオプション規格としてサポートされている。

●問題Ⅳ-17
正解は②
公開鍵暗号では、まず受信者が鍵ペアを生成し（オ）、公開鍵を公開する（イ）。送信者
がその公開鍵で暗号化して（ウ）、送信し（エ）、受信者が秘密鍵で復号する（ア）。

●問題Ⅳ-18
正解は②
ダイクストラ法により最短経路を探索する。ノードaからb（距離2）、c（距離6）、e（距
離1）、h（距離4）を経由するルートをたどることで、最短距離は合計13と求まる。

●問題Ⅳ-19
正解は④
移動体通信において、建物等による反射や回折で異なる経路を通った複数の電波が干渉し
合い、受信信号の電界強度が時間的・空間的に激しく変動する現象をフェージングとい
う。

●問題Ⅳ-20
正解は④
y座標の高さに比例してx軸正方向へ歪むせん断変形であり、関係式はx' = x + y tanθ、
y' = yとなる。したがって変換行列の非対角要素はアがtanθ、イが0となる。

●問題Ⅳ-21
正解は①
青シート光[0, 0, 1]が不透明度0.4の緑シートを通過すると[0, 0.4, 0.6]となる。さら
に不透明度0.5の赤シートを通過することで、目に届くRGBベクトルは[0.5, 0.2, 0.3]と
なる。

●問題Ⅳ-22
正解は②



A4サイズは12×8インチであり、300dpiでの総画素数は3600×2400＝864万画素となる。
RGB各8ビット（計3バイト）を乗じたデータ量は約24.7Mバイトとなる。

●問題Ⅳ-23
正解は⑤
XML SchemaはXMLの構文に準拠してスキーマを定義する規格であり、XML名前空間を完全に
サポートした高度なデータ型定義や文書構造の妥当性検証が可能である。

●問題Ⅳ-24
正解は②
ModelがViewへの直接的な依存関係を持つと、画面表示やUIの変更の影響がビジネスロジ
ックに波及し、データとロジックを管理するModelの再利用性が著しく低下する。

●問題Ⅳ-25
正解は①
(A)の太線は並行処理の分岐や合流を表すフォークノードまたはジョインノードである。
業務フローでの行為や処理ステップを表す要素は角丸四角形のアクションである。

●問題Ⅳ-26
正解は②
所属団体表で在籍数が30を超える資格番号はAA100、AA200、CC700である。資格表のうち
これらに該当しない資格番号はBB800とCC500の2行となる。

●問題Ⅳ-27
正解は③
繰り返し項目の排除後に部分関数従属（社員番号→社員氏名）を分離し、さらに推移的関
数従属（資格コード→資格名）を別表へと独立させることで第3正規形が構成される。

●問題Ⅳ-28
正解は②
左側の分岐を通るケースで左の命令文を実行し、右側の分岐で条件をすべて満たすケース
で残りすべての命令文を通過させることにより、最小2ケースで命令網羅率100%となる。

●問題Ⅳ-29
正解は①
PMBOKにおけるプロジェクトマネジメントの5大プロセス群は、立上げ、計画、実行、監視
コントロール、終結から構成されており、空欄には監視コントロールが入る。

●問題Ⅳ-30
正解は④
エクストリームプログラミング（XP）の基本価値である「勇気」に基づき、構造的欠陥が
判明したコードに対しては改修に固執せず、思い切って破棄してシンプルに再設計する。

●問題Ⅳ-31
正解は③
JIS Q 27001（ISMS）では、技術的なセキュリティ対策のみならず、組織体制の確立や従
業者に対する教育・訓練といった人的側面を含めた体系的な運用管理が求められる。

●問題Ⅳ-32
正解は⑤
グラフよりテスト消化件数の実績が予定を下回って進捗が停滞しており、累積バグ検出件
数も予測値を大幅に下回っているため、テスト工程の見直し等の対策が必要である。

●問題Ⅳ-33
正解は③
リスク回避とは、プロジェクト計画の変更や原因の除去により、特定されたリスクの発生
要因そのものを根本から取り除いて影響を完全に排除する対応戦略である。



●問題Ⅳ-34
正解は③
CMMIの成熟度レベル3（定義された）では、個々のプロジェクトを超えて組織全体の標準
プロセスが確立・定義され、全社的な基準に基づきプロセスが改善・運用される。

●問題Ⅳ-35
正解は③
日本の内部統制の枠組みでは、業務のIT依存度を考慮してCOSOフレームワークの5要素に
加え、第6の基本的要素として「ITへの対応」が明確に位置づけられている。




